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それは春先に北近畿地方を旅しているときに初

めて見かけたものでした。その直前に「インスタント

沼」という、三木聡監督のお笑い映画を観ていた

ので、「心にひっかかった」の方が正しい言い方か

もしれません。そのときは、アタマの中に「沼」が満

タンにインプットされた状態なのでありました。

そんな状況で山あり海ありの車窓を楽しんでい

るときに、妙な沼を発見したのです。とある小さなロ

ーカル駅に停車する直前にあったその小さな沼

は、とくに有名でもなんでもないようですが、水面が

一面真っ赤なのでした。少しフシギ発見をした気

分で、次の停車駅からその駅まで引き返し、「赤い

色の藻が繁茂している」という事実を確認した次

第です。

そこで、旅からの帰宅後にさっそく模索をかけて

みました。すると、「それは「アゾラ（アカウキクサ）」

という水草です」という情報力で得られました。アゾラ

の仲間は、日本国内種、外来種がともに数種類あ

り、外来種の方は、「外来生物法」により、「勝手

にあちこち持って行かないこと」というお達しが出

ています。

肝心の「なぜ赤く見えるのか」については、水温

が低い、太陽光が強い、栄養が不足しているなど

の状況下では、内部のアントシアン色素により赤

くなるということでした。したがって、冬とか真夏とか

は赤、さらに、野外で生えている場合は通常赤いら

しいです。

アゾラは合鴨農法の工サになっていたりして、そ

の色あいは真っ赤ですが、とくに迷惑な植物という

わけではありません。ただアゾラがびっしり水面を

覆い尽くしてしまうと、水中に光が届かなくなり、田

で大量発生した場合、稲の生長の初期には困る

ということです。また、用水路にそれが流れ込むと、

詰まりの原因になるということでした。

このことを認識して以来、通勤の途上や遠出の

際に、各所の水面、とくに溜め池を気をつけて観

るようになりました。すると、すでにあちこちの溜め

池が真っ赤に染まっていることを確認したのです。

そして、自宅のご近所の溜め池で、当初は水面の

一部のみに繁茂していたのが、数日のうちに、たち

まち水面全体を覆い尽くすようになるのを観察し、

アゾラの繁殖スピードの速さを実感しました。

5月中旬には、サンポートで開催された「ため池

に侵入した外来オオアカウキクサを考える」と題す

る講演を聞きに行ったりもしました。そこで得られた

新たな知識は、以下のようなものでした。

①アゾラの国内種は比較的穏やかな色あい、

一方、外来種は毒々しい色あい。

（∋2000年頃から、全国で認識され始めた。香

川県では2007年頃から目撃例が急増。

③関西地方では、すでにマスコミの関心夕上だ

が、香川県ではこれからのトビソクか。

④国内種と外来種をかけあわせて、さまざまな

人工雑種が作られている。人工雑種は、「外

来生物法」の規制の対象にはならない。

⑤繁殖力が強く、一気に増殖するが、放置して

おいてもしばらくしたらなくなる。おそらく「ミズ

ノメイガ」による食害。

さて、その後、多忙によりしばらく観察を中断し

ていて、再開したある日、アゾラは溜め池からきれ

いさっぱり消え失せていました。一体どうしたことな

のでしょうか？そこで、溜め池の近辺で作業をされ

ている農業従事者に伺いますと、「ああ、あの赤い

水草な、アレ好かんので、みんなで一斉清掃をして

埋めたで～、大変やったわ」ということです。

さらにその数日後、今度はアゾラに変わって、緑

色の「ヒシ（菱）」が繁茂し始めていました。再び農

業従事者に伺いますと、「ああ、ヒシはえ－んや、水

質を浄化するからの」ということです。水草一般の

「水中の栄養分を固定する」という性質は変わら

ないのに、アゾラはその毒々しい赤さにより、彼ら

にはずいぶん嫌われているようでした．．．。

それにしても、アゾラが水面全体に繁茂する溜

め池は、少し離れて見ると、陸上競技場のアンツ

ーカーみたいです。そして、上空から見ると、溜め池

のカタチによっては、ヘリが緊急着陸可能のよう

に見えるような。そこで、「なんとかヘリを騙くらかし

て着陸させる」ということを検討してみたのですが、

果たしてその可能性はあるものでしょうか？

このことを同僚や友人達に話すと、彼らの反応

は、①「へ～、そうなんや～」とすぐ納得してしまう、

そして、②「アホか！そんなことがうまくいくはずはな

いっHと頭から否定する、続いて、③「条件次第に

よっては、騙しが成立する余地がありそうだね」とそ

の条件を吟味する、の3通りでした。

①と、②及び③との違いは「ヘリのローターが

巻き起こす暴風について、イメージできるかどうか」

にかかってくるものと思いますが、当方は、①の反

応をした方には「アナタがと卜に騙されないよう

に．．．」としんみり言い、②の反応をした方には「ア

ナタは賢いのでしょうが、惜しいなあ」と辛辣に言

いました。そして、（彰の反応をした方とは一緒にな

って、そのビミョーな成立条件をああでもない、こう

でもないと楽しんだのでした。

条件をさまざまに組み合わせ、少しでもよい解

答を導き出すことを諦めないのがおそらく「プロ」

の発想法と言えるのでしょう。ま、2005年12月9

日付の西日本新聞によりますと、福岡城の堀が全

面アゾラに覆われたとき、子どもが地面と勘違いし

て、水にはまったという事実があるようですので、ご

参考まで。


